
第
二
節

地
上
法

第
一
款

総
則

（
作
業
の
順
序
）

（
作
業
の
順
序
）

一

地
籍
基
本
三
角
測
量

一

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
測
量

二

地
籍
基
本
多
角
測
量

二

都
市
部
官
民
境
界
基
本
多
角
測
量

三

地
籍
基
本
細
部
測
量

三

都
市
部
官
民
境
界
基
本
細
部
測
量

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

の
と
す
る
。地
上
法
に
よ
る
効
率
的
手
法
導
入
推
進
基
本
測
量
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
の
順
序
に
従
っ
て
行
う
も

第
十
八
条

第
十
八
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
測
量
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
の
順
序
に
従
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
籍
基
本
調
査
基
準
点
の
配
置
）

（
都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査
基
準
点
の
配
置
）

第
十
九
条

地
籍
基
本
調
査
基
準
点
は
、調
査
地
域
に
お
け
る
基
準
点
等
の
配
置
及
び
街
区
の
状
況
等
を
考
慮
し
、

適
正
な
密
度
を
も
っ
て
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査
基
準
点
は
、
調
査
地
域
に
お
け
る
基
準
点
等
の
配
置
及
び
街
区
の
状
況

等
を
考
慮
し
、
適
正
な
密
度
を
も
っ
て
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

（
標
識
の
設
置
の
承
諾
）

（
標
識
の
設
置
の
承
諾
）

第
二
十
条

地
籍
基
本
調
査
基
準
点
に
標
識
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
標
識
を
設
置
す

る
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
承
諾
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査
基
準
点
に
標
識
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
標

識
を
設
置
す
る
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
承
諾
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
二
款

地
籍
基
本
三
角
測
量

第
二
節

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
測
量

（
地
籍
基
本
三
角
測
量
の
方
法
）

（
都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
測
量
の
方
法
）

第
二
十
一
条

地
籍
基
本
三
角
測
量
は
、
多
角
測
量
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
等
に

よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
直
接
水
準
測
量
法
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
測
量
は
、
多
角
測
量
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形

の
状
況
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
直
接
水
準
測
量
法
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
籍
基
本
三
角
点
の
選
定
）

（
都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
の
選
定
）

第
二
十
二
条

地
籍
基
本
三
角
点
は
、
後
続
の
測
量
を
行
う
の
に
便
利
で
あ
り
、
か
つ
、
標
識
の
保
存
が
確
実
で

あ
る
位
置
に
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
は
、
後
続
の
測
量
を
行
う
の
に
便
利
で
あ
り
、
か
つ
、
標
識
の
保

存
が
確
実
で
あ
る
位
置
に
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

地
籍
基
本
三
角
点
は
、
調
査
地
域
に
平
均
的
に
配
置
す
る
よ
う
に
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
は
、
調
査
地
域
に
平
均
的
に
配
置
す
る
よ
う
に
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
多
角
路
線
の
選
定
）

（
多
角
路
線
の
選
定
）

第
二
十
三
条

地
籍
基
本
三
角
測
量
に
お
け
る
多
角
路
線
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
準
点
等
（
補
助
基
準
点
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
地
籍
基
本
三
角
点
を
結
合
す
る
多
角
網
を
形
成
す
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
単
路
線
を
形
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
測
量
に
お
け
る
多
角
路
線
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
準
点
等
（
補

助
基
準
点
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
を
結
合
す
る
多
角
網

を
形
成
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、地
形
の
状
況
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、

単
路
線
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
多
角
路
線
の
次
数
は
、
基
準
点
等
又
は
地
籍
基
本
三
角
点
を
基
礎
と
し
て
一
次
ま
で
と
す
る
。

３

第
一
項
の
多
角
路
線
の
次
数
は
、
基
準
点
等
又
は
都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
を
基
礎
と
し
て
一
次
ま
で

と
す
る
。

（
選
点
図
及
び
平
均
図
）

（
選
点
図
）

第
二
十
四
条

地
籍
基
本
三
角
点
及
び
前
条
の
多
角
路
線
の
選
定
の
結
果
は
、
地
籍
基
本
三
角
点
選
点
図
及
び
地

籍
基
本
三
角
点
平
均
図
に
取
り
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
及
び
前
条
の
多
角
路
線
の
選
定
の
結
果
は
、
都
市
部
官
民
境
界
基

本
三
角
点
選
点
図
に
取
り
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
。

（
標
識
の
設
置
）

（
標
識
の
設
置
）

第
二
十
五
条

地
籍
基
本
三
角
点
に
は
標
識
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
全
及
び
管
理
の
た
め
の
適
切
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条

都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点
に
は
標
識
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
全
及
び
管
理
の
た
め

の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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